
保護者の皆様、地域の皆様、関係機関の皆様、いつも島原特別支援学校の教育活動にご
協力くださり、ありがとうございます！この「しまとくつうしん」では、児童生徒の学習
の様子をお伝えします。

美術部が制作してくれた横断幕！
力になりました！

ごみに見立てた新聞
紙をほうきで集めます。

赤くて大きな実がたくさんできました！

プランターのイチゴは
B課程の生徒が収穫

収穫したイチゴはパック詰め
して職員に販売します。

リアカーや台車を使い、その日に必要な道具や土を
運搬します。

大きなキャベツが
穫れました！

カリフラワーも
できました！

進行は新生徒会役員の初仕事です！ 卒業をお祝いする動画を学年ごとに制作し、視聴しました！

地域清掃で一番たくさん集めたごみはたばこの吸い殻です！次がマスクやペットボトル、空き缶など
でした！集めたごみは９０リットルのごみ袋４つ分です！その分、島原の町がきれいになったと思うと
とても清々しい気持ちになりました！

しまとくつうしん

島原特別支援学校小学部の「いのりの灯」

芽が出ました！
夏にはきれいな朝顔
が咲きますように！

第３号

最後までお読みくださりありがとうございました！

島原半島に住む私たちにとって、６月３日は大切な日。キャンドルケースの絵付けをし
たり、集会をしたりして、みんなで３５年前の噴火災害について、思いをはせました。

【キャンドルケースの絵付け】

【いのりの日 集会】

制作したキャンドルは災害記念館のイベント「いのりの灯」で飾っていただきました！

全国的にも火山活動が活発化する中、普賢岳の災害のことを知らない若い世代の方も増
えてきています。３５年前の噴火災害を風化させることなく、私たちがしっかりと学び、
次の世代へ伝えていきます。また、災害への備えや風土豊かな島原半島を愛する気持ちを
忘れず、これからも生活していきたいです。
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